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福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

77

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

１３ 

古
墳
時
代
の
大
き
な
竪
穴
住
居
を
発
見
!!
（
桜
地
区
） 

　
令
和
元
年
６
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
、
桜
地
区
を

中
心
に
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
桜
地
区

の
ほ
場
整
備
事
業
地
内
に
は
、
林
谷
遺
跡
、
桜
竹
之
後
遺

跡
、
桜
遺
跡
、
桜
東
畑
遺
跡
、
狐
塚
遺
跡
と
い
う
５
つ
の

遺
跡
が
所
在
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
、
林
谷
遺
跡

と
狐
塚
遺
跡
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

林
谷
遺
跡 

　
林
谷
遺
跡
で
は
、
４
つ
の
調
査
区
に
分
け
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
１
区
〜
３
区
は
高
岡
小
学
校
の
東
側
に
位
置

し
て
お
り
、
落
と
し
穴
遺
構
が
９
基
以
上
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
落
と
し
穴
遺
構
は
、
長
径
０.８
〜
１.２
ｍ
、
短
径
０.５
〜
０.９

ｍ
の
楕
円
形
で
、
中
央
に
杭
を
立
て
た
と
思
わ
れ
る
穴
が

確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
４
区
は
１
区

〜
３
区
よ
り
も

南
側
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
今

回
の
調
査
で
、

竪
穴
住
居
２
棟
、

掘
立
柱
建
物
４

棟
、
柵
列
、
土

坑
等
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

　
竪
穴
住
居
２

棟
は
、
ど
ち
ら

も
古
墳
時
代
後
期
（
約
１
５
０
０

年
前
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

竪
穴
住
居
①
は
、
南
北
３
・
６５
ｍ
、

東
西
４
・
３８
ｍ
の
長
方
形
の
建
物

で
す
。
竪
穴
住
居
②
は
、
南
北 

７
・
２３
ｍ
、
東
西
７
・
３
ｍ
の
正
方

形
で
、
福
崎
町
内
で
確
認
さ
れ
て

い
る
同
時
期
の
も
の
と
比
べ
て
も
、

最
大
級
の
大
き
さ
で
す
。
２
つ
の

住
居
が
重
な
っ
て
確
認
さ
れ
て
お

り
、
竪
穴
住
居
②
の
方
が
古
い
時

期
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。 

　
住
居
内
に
は
、
須
恵
器
や
土
師

器
、
移
動
式
カ
マ
ド
な
ど
、
生
活

に
用
い
ら
れ
る
道
具
が
多
く
残
っ
て

い
ま
し
た
。
竪
穴
住
居
②
に
は
、
北

壁
に
造
り
付
け
カ
マ
ド
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
移
動
式
カ
マ
ド
も
住

居
内
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
ま
す
。
住
居
の
中
央
付
近

に
は
、
熱
を
受
け
た
痕
跡
が
見
ら
れ
、

炉
と
し
て
機
能
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
居
の
柱
穴

を
４
つ
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

　
ほ
か
に
、
掘
立
柱

建
物
が
４
棟
確
認
さ

れ
て
お
り
、
出
土
し

た
土
器
か
ら
奈
良
時

代
以
降
の
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
今
回

の
調
査
に
よ
り
、
古

墳
時
代
後
期
か
ら
継

続
し
て
こ
の
地
域
に

人
が
住
み
続
け
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。 

　
調
査
中
に
は
、
高

岡
小
学
校
５
・
６
年

生
の
み
な
さ
ん
が
見

学
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。 

高岡小５、６年生見学のようす 

は
や
し
た
に
い
せ
き 

た
て
あ
な 

ろ 

ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の 

す
　
え
　
き 

は
　
じ 

き 

　社会教育課文化財係では、町内の各種開発に伴い、埋蔵文化財調査を行っています。

令和元年度は、主に高岡福田地区ほ場整備事業に伴い、工事によって埋蔵文化財に影響

を受ける箇所について、記録のための本調査を行いました。 

調査区２　落とし穴遺構掘削のようす 

調査区４　竪穴住居①（右）と竪穴住居②（左） 

１区 

２区 

３区 

４区 



１４ 

奈
良
時
代
の
集
落
跡
を
確
認
!!
（
桜
地
区
） 

狐
塚
遺
跡 

　
狐
塚
遺
跡
で
は
４
つ
の
調
査
区

で
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
１
〜
３
区
か
ら
は
、
旧
河
川
跡

や
水
田
跡
の
ほ
か
、
溝
や
土
坑
な

ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
４
区

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
調
査
区
内

で
３
つ
の
柱
穴
が
並
ん
で
見
つ
か

っ
た
こ
と
で
す
。 

　
こ
の
柱
穴
か
ら
、奈
良
時
代（
今

か
ら
約
１
２
０
０
年
前
）
の
掘
立

柱
建
物
跡
が
１
棟
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
こ
の
地
で
集
落
が
営
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

　
出
土
し
た
遺
物
は
、
須
恵
器
、

製
塩
土
器
で
す
。
採
集
さ
れ
た
須

恵
器
の
中
に
稜
椀
と
い
う
金
属
製

の
器
を
模
し
た
土
器
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
土
器
は
、
役
所
的
な
遺
構

や
寺
院
な
ど
か
ら
し
か
確
認
さ
れ

な
い
、
め
ず
ら
し
い

も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
製
塩
土
器

が
見
つ
か
っ
た
こ
と

か
ら
当
時
貴
重
で
あ

っ
た
塩
が
こ
の
遺
跡

ま
で
運
ば
れ
て
き
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
中
心
的
な
集
落

が
調
査
地
点
に
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。 

　
町
内
の
同
時
代
の
遺
跡
で
は
、
南
田
原（
吉
田

地
区
）に
所
在
す
る
南
田
原
条
里
遺
跡
か
ら
稜
椀

と
呼
ば
れ
る
須
恵
器
や
製
塩
土
器
が
出
土
す
る
と

と
も
に
、
大
型
の
掘
立
柱
建
物
が
確
認
さ
れ
、
役

所
的
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
遺
物
が
見
つ
か
っ
た
狐
塚
遺
跡
も
、
役
所
的

な
役
割
を
持
つ
中
心
的
な
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

狐塚遺跡出土土器 

き
つ
ね
つ
か
い
せ
き 

ど
こ
う

 

り
ょ
う
わ
ん 

　
平
成
３０
年
度
は
、
２８
回
の
試
掘
・
確
認
調
査
、
７

回
の
本
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

こ
れ
ら
発
掘
調
査
の
成
果
を
公
開
し
て
い
ま
す
。 

　
奈
良
時
代
の
大
き
な
掘
立
柱
建
物
跡
が
発
見
さ
れ

た
南
田
原
条
里
遺
跡

（
吉
田
）や
弥
生
時
代

と
奈
良
時
代
の
溝
が

見
つ
か
っ
た
中
溝
遺

跡（
駅
前
）、
新
た
に

遺
跡
と
し
て
確
認
さ

れ
た
上
坂
遺
跡
（
　 

川
）
な
ど
町
内
各
地

の
調
査
成
果
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
古
墳
は
、
目
に
見
え
る
か
た

ち
で
残
っ
て
い
る
わ
た
し
た
ち

の
身
近
な
遺
跡
で
す
。
町
内
に

は
約
４０
基
の
古
墳
の
存
在
が
知

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
６
基

の
古
墳
が
町
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
本
展
で
は
、
旧
神
崎
郡
内
の

主
な
古
墳
を
写
真
パ
ネ
ル
を
用

い
て
紹
介
し
、
町
内
の
古
墳
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
し
ま

す
。 

　
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
神
崎

郡
の
古
墳
を
再
発
見
し
ま
せ
ん

か
。 

日時：３月２０日（金・祝） 

　　　１３：３０～１５：００ 

場所：歴史民俗資料館２階 

講師：福崎町教育委員会職員 

歴史民俗資料館　　２２－５６９９ 

妙徳山古墳（加治谷地区） 
横穴式石室内（奥壁に向かって） 

会
期:

５
月
１６
日（
土
）〜 

　
　
　
７
月
１９
日（
日
） 

会
期:

３
月
３１
日（
火
）ま
で 

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

「ふくさきの遺跡 

～平成３０年度の発掘調査から～」 

受講無料 
申込不要 

南田原条里遺跡出土土器 

身
近
な
古
墳
を
　 

知
っ
て
み
よ
う
！ 

調査区４　掘立柱建物 

１区 

２区 
３区 

４区 

至神戸医療福祉大学至神戸医療福祉大学 至神戸医療福祉大学 

長野橋北詰長野橋北詰 長野橋北詰 

う
え
ざ
か 



１５ 

　
昭
和
１１
年
（
１
９
３
６
）
２
月

２６
日
早
朝
、
武
力
に
よ
っ
て
政
治

を
改
革
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
陸

軍
の
青
年
将
校
た
ち
に
よ
っ
て
、

首
相
官
邸
や
警
視
庁
が
襲
撃
さ
れ

ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
二
・
二
六
事

件
で
す
。
当
時
政
治
の
中
枢
に
い

た
人
び
と
が
殺
害
さ
れ
る
中
、
襲

撃
を
受
け
な
が
ら
も
か
ろ
う
じ
て

一
命
を
取
り
留
め
た
人
物
に
、
鈴

木
貫
太
郎
が
い
ま
す
。 

　
鈴
木
貫
太
郎
は
関
宿
藩
（
現
在

の
千
葉
県
野
田
市
）
藩
士
の
子
と

し
て
生
ま
れ
、
明
治
１７
年
（
１
８

８
４
）
に
海
軍
兵
学
校
に
入
学
。

連
合
艦
隊
司
令
長
官
や
海
軍
軍
令

部
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
の

ち
、
予
備
役
に
編
入
さ
れ
、
昭
和

天
皇
の
要
請
に
よ
り
、
侍
従
長
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
第
二
次
世
界

大
戦
最
末
期
に
は
内
閣
総
理
大
臣

と
な
り
、
戦
争
終
結
の
た
め
に
尽

力
し
ま
し
た
。
さ
て
、
こ
の
鈴
木

貫
太
郎
で
す
が
、
実
は
井
上
通
泰

と
も
縁
の
あ
る
人
物
な
の
で
す
。

記
念
館
に
は
、
鈴
木
貫
太
郎
夫
妻

か
ら
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

す
。（
内
容
が
わ
か
り
や
す
い
よ

う
に
、
難
し
い
言
葉
を
言
い
換
え

た
り
、
言
葉
を
補
っ
た
り
し
て
い

ま
す
） 

            

　
差
出
は
鈴
木
貫
太
郎
と
そ
の
妻

孝
子
の
連
名
。
封
筒
に
書
か
れ
た

住
所
か
ら
、
広
島
県
江
田
島
に
あ

っ
た
海
軍
兵
学
校
か
ら
投
函
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
書
簡
に

記
さ
れ
た
日
付
は
１
月
２３
日
。
大

正
８
年
（
１
９
１
９
）
１
月
に
、

通
泰
の
養
母
井
上
こ
ま
つ
が
亡
く

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
貫
太
郎
が

前
年
よ
り
海
軍
兵
学
校
長
を
務
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正
８
年
の

書
簡
と
判
断
で
き
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
２
人
は
ど
の
よ
う

な
関
係
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
井
上
通
泰
は
、
歌
学
や
古
典
の

研
究
会
で
あ
る
南
天
荘
同
人
会
を

主
催
し
、
同
会
で
は
毎
月
『
南
天

荘
同
人
会
会
報
』
を
発
行
し
て
い

ま
し
た
。 

　
同
誌
に
は
会
員
の
近
況
も
記
さ

れ
て
お
り
、
大
正
５
年
４
月
号
を

見
て
み
る
と
、
新
規
入
会
者
と
し

て
鈴
木
貫
太
郎
の
名
が
見
え
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
２
人
は
歌
を
通
じ
た

師
弟
関
係
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
会
報
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
見
て
い
く
と
、
大
正
４
年
５
月

号
に
、
会
員
の
「
足
立
孝
子
」
が

「
皇
子
御
殿（
東
宮
御
所
）」
を
辞

し
て
、
「
鈴
木
海
軍
次
官
」
に
嫁

い
だ
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
貫
太
郎
の
妻
と
な
っ
た
孝
子 

（
足
立
た
か
）
は
、
幼
少
時
の
昭

和
天
皇
の
養
育
係
を
務
め
て
い
た

人
物
で
す
。
当
時
、
宮
中
の
女
官

に
は
歌
の
素
養
も
必
要
で
し
た
。

会
報
に
は
、
孝
子
と
同
様
に
昭
和

天
皇
に
仕
え
て
い
た
女
性
に
つ
い

て
も
記
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く

南
天
荘
同
人
会
に
は
宮
中
の
女
官

も
多
く
入
門
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

貫
太
郎
は
結
婚
後
、
妻
の
紹
介
で

入
門
し
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
以

降
も
、
会
報
上
で
は
、
貫
太
郎
の

転
任
や
昇
進
の
記
事
が
散
見
し
て

い
ま
す
。 

　
た
だ
、
丁
重
な
お
悔
や
み
の
手

紙
こ
そ
残
っ
て
い
ま
す
が
、
実
の

と
こ
ろ
井
上
通
泰
と
鈴
木
貫
太
郎

と
の
間
に
、
ど
の
程
度
交
流
が
あ

っ
た
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
残
っ
て
い
る
資
料
を

見
る
限
り
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
い

付
き
合
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
見

え
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
二
・
二

六
事
件
で
門
人
夫
妻
が
災
禍
を
被

っ
た
こ
と
は
、
通
泰
に
と
っ
て
大

き
な
衝
撃
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。 

　
昭
和
１１
年
３
月
、
「
軍
人
」
と

題
し
て
、 

  

    

と
詠
ん
だ
通
泰
の
心
情
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

第４９話 

せ
き
や
ど 

み
ち
や
す 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
特
命
助
教
　
井
上
　
舞

 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
の
資
料
た
ち
⑤ 

　
―
井
上
通
泰
宛
鈴
木
貫
太
郎
・
孝
子
書
簡
― 

井上通泰宛鈴木貫太郎・孝子書簡（大正８年１月２３日） 
「個人蔵（南天荘文庫資料）」 



１６ 

開
館
時
間
　
９
時
〜
１６
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日（
土
・
日
曜
の
場
合
は

開
館
）、
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下
車
、

タ
ク
シ
ー
約
１０
分
。
車
は
播
但

連
絡
道
路
・
中
国
自
動
車
道
で

福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、
ま
た
は

国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
令
和
２
年
３
月
５
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 
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利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

　
松
岡
映
丘
は
、
明
治
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し

た
、
松
岡
五
兄
弟
の
末
弟
に

あ
た
る
日
本
画
家
で
す
。
平

安
時
代
か
ら
の
日
本
の
伝
統

的
絵
画
手
法
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
や
ま
と
絵
」
に
、
西
洋

絵
画
の
技
術
や
現
代
的
な
テ

ー
マ
を
融
合
さ
せ
た
「
新
興

大
和
絵
」
を
創
出
し
、
文
明

開
化
の
波
に
押
さ
れ
停
滞
し

て
い
た
日
本
画
の
復
興
に
尽

力
し
ま
し
た
。 

　
映
丘
の
描
く
作
品
の
革
新

的
な
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

人
物
の
繊
細
な
内
面
を
描
き

出
そ
う
と
し
て
い
る
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
「
引
き
目
鉤

鼻
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

従
来
や
ま
と
絵
は
人
物
描
写

が
薄
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
映
丘
は
巧
み
な
色
彩
感

覚
に
裏
打
ち
さ
れ
た
写
実
性

に
よ
っ
て
、
人
物
の
内
面
を

も
描
き
出
す
や
ま
と
絵
を
構

成
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。 

　
本
展
で
は
、
記
念
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
か

ら
、
繊
細
な
女
性
の
美
し
さ

に
焦
点
を
当
て
て
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。
映
丘
の
筆
に
よ

っ
て
描
き
出
さ
れ
る
美
女
た

ち
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
背
景

を
想
像
し
な
が
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

期間　３月２９日（日）まで 
場所　三木家住宅主屋 
　　※土・日曜日、祝日のみ開館 
開館時間　９：００～１６：３０ 
　　　　　（入館は１６：００まで） 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
だ
よ
り 

会期　４月１１日（土）～５月３１日（日） 

「鼓打つ女」（上） 

「婦人写生」（右） 

「婦人写生（一部）（下）」 

か
ぎ 

ば
な 

市
　
川 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家住宅 

もちむぎの 
　　やかた 

　川観光 
交流センター 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　
川
信
号 

《付近見取図》 望郷の丘 北野天満神社 

鈴ノ森 
神社 

学問成就の道 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　農地を売買・贈与などする場合には、農地法第３条の規定に基づく農業委
員会の許可が必要です。町ではこれまで、許可後の耕作面積が３，０００平方メートル以上ないと農地の売買な
どを行うことができませんでした。 
　そこで、町内への移住・定住の促進を図るとともに、遊休農地の発生防止・解消および農村環境保全を
図るため、移住・定住者が土地を取得する際、分筆したことにより隣接または近接することとなった農地
をあわせて取得する場合に関しては、下限面積の条件を３，０００平方メートルから１平方メートルに緩和しま
す。要件や申請方法など、詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。 

問い合わせ先　農業委員会事務局（農林振興課内・内線３１５） 

『地縁者住宅等の建設予定敷地に隣接または近接す

る農地を取得する場合』に限り、下限面積の要件を

１平方メートルに引き下げました！ 

農地取得にかかる下限面積を引き下げました 

１７ 

　２月１日に開催した、もち麦の可能性を考えるフォーラムpart７には、町内外から約１７０

人の参加がありました。もち麦の健康機能をＰＲするとともに、福崎町で３年間試験栽培し

たもち麦の新品種「フクミファイバー」を披露しました。 

今後もさまざまなイベントでもち麦の可能性をお伝えします。お楽しみに。　　　　　　（農林振興課） 

お手軽、もち麦料理を楽しもう！ 

　午前中はもちむ
ぎ商品を使った調
理実習、午後の講
演会ではもち麦の
特徴やその魅力に
ついて語っていた
だきました。 

㈱食デザイナーズ　平野實希さん 

もち麦生活を楽しもう！ 

　もち麦の持つ健
康パワーや腸内環
境を整えるβ-グル
カンの重要性を熱
くご講演いただき
ました。 

ＨＡＬ ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ東京　山下シェフ 

Android iOS

ひょうご防災ネット 
　　　スマートフォンアプリ版！ 

　兵庫県および県内の市・町からの緊急情報や気象警
報など、防災に関するさまざまな情報を提供するサー
ビスです。ぜひ登録してください！ 
■登録方法　QRコードを読み取ってアプリのダウンロ
　　　　　　ードができます。 

福崎町からの防災に関する情報提供 
　福崎町では、広報・ホームページ・防災行政無線などでみなさんに情報をお伝えしていますが、防災
に関する情報は次の方法でも受け取ることができます。 

　福崎町防災行政無線の情報を、放送と同時にメール

配信するサービスです。 

■登録方法 

　http://www.town-fukusaki.jp/cel 

　に接続し登録してください。 

　ＱＲコードを読み取り接続す 

　ることもできます。 

お知らせメール（防災行政無線)



☆３月の製作『手形アートのメッセージカード』 
　３月２６日（木）　製作時間：約２０分 
☆４月の製作『こいのぼり』 
　４月１６日（木）　製作時間：約２０分 

　申込みは不要です。材料はこちらで用意します。
９：３０～１１:００の都合のよい時間におこしください。
場　所　にこにこひろば 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
定　員　３０人（先着順） 
 
 
 
 
 
※問い合わせはにこにこひろばへ。 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
３月１２日（木）・４月９日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
音に合わせたリズムあそびや、季節の歌を歌っ
ています。 

絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
４月２日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアタ
ーなどを通して、ことばやおはなしの世界を広
げましょう。 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

３月１７日（火）・４月２１日（火）　１０：００～１４：００ 
場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和惠 

個別相談（１日３組まで） 

申込は下記の３施設 
で受付します　　　 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp

★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 
★定員を定めている行事への参加は、福崎町に在住の子どもとその保護者に限ります。 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

　公園に出かけ、お友だ 
ちと楽しい時間を過ごし 
ましょう。 
 
 
 
 
 
時　間　１０：００～１１：００ 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
持ち物　お茶、帽子 
申込先　にこにこひろば 
※現地集合・現地解散です。（駐車場あり） 
※雨天の場合は中止となります。 

日　程 実 施 場 所 

４月７日（火） 

４月１３日（月） 

スポーツ公園（福田：百歳の森） 

市川河川公園（新町） 

 

　子育てで一番悩まされるのが毎日の食事です。
小さいお子さんの食事に関するいろいろなお話し
をしていただきます。がんばっているお母さんへ
のアドバイスやメッセージがいっぱいです。 
日　時　４月１７日（金）１０：００～１１：００ 
場　所　おひさまらんど 
講　師　管理栄養士　南里恵子さん 
定　員　１０組 
申込先　おひさまらんど※３/１７（火）から受付 
※水分補給のための飲み物をお持ちください。 

　家族みんなでミュージカルを楽しみませんか？ 
日　時　４月１８日（土） 
　　　　１０:３０～１１:４５（受付１０:１５～） 
場　所　にこにこひろば 
公　演　ミュージカルサークル　みっくすじゅうす 
対　象　就学前の子どもとその家族 
申込先　にこにこひろば 

１８ 



　福崎町観光協会では、福崎町に来られたお客
様に　川界隈を案内し、　川界隈の魅力を伝え
る「観光ボランティアガイド」を募集しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　柳田國男生家を中心に歴史ある建物や、話題
の河童が出てくる池などを案内します。 
　詳しくは福崎町観光協会までお問い合わせく
ださい。　　　（福崎町観光協会　　２１－９０５６） 

第38回福崎町美術展 
出品作品を募集します 
第38回福崎町美術展 
出品作品を募集します 

　福崎町美術展は今年で３８回 
を迎えます。 
　本年も作品の募集をします 
ので、お誘いあわせのうえ、 
ふるってご出品ください。 

会　　期　５月２２日（金）～２４日（日） 
　　　　　９：００～１７：００（２４日は１５：００まで） 
会　　場　エルデホール 
作品搬入　５月１６日（土）９：００～１６：００ 
部　　門　日本画・洋画・書・写真・彫塑工芸 
問い合わせ先　文化センター（　２２－３７５５） 

“広げようフラワーボランティアの輪” “広げようフラワーボランティアの輪” 

　福崎町内の花壇などのお世話をしているボランテ

ィアの活動予定（３／２０～４／１９）をお知らせしま

す。ぜひご参加ください。 

ココロンクラブ 

　３月２１日（土）９：００～　役場周辺道路街路樹下手入れ 

みどりのグループ 

　４月１日（水）９：００～　元ＪＡ八千種前花壇 

　４月１５日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 

問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

“福崎町ココロンクラブ” 
会員募集！ 

　福崎町ココロンクラブは、
ボランティア活動をとおし
て地域づくり・環境づくり
をしているグループです。 
　活動は月に一度、役場や
　川周辺道路の街路樹下の
維持管理を行います。情報
交換や交流の場として楽し
い時間を過ごしています。外部研修・内部研修も
行っています。興味のある方はぜひご参加くださ
い。 
　日時　毎月第４土曜日　９：００～１１：００ 
　場所　役場周辺道路 
問い合わせ先　文化センター（　２２－３７５５） 

　福崎町赤十字奉仕団は、夏

まつりで熱中症予防の呼びか

けを行うなど、さまざまなボ

ランティア活動をしたり、定期的に赤十字救急法

を学んだりと精力的に活動しています。 

　町内在住の方であれば年齢・性別は問いません。

いっしょに楽しみながら、自分にできる範囲のこ

とから始めてみませんか？ 

申し込み・問い合わせ先　健康福祉課（内線３５４） 

赤十字奉仕団員を 
募集しています 

観光ボランティアガイド 

令和２年度 国税専門官 採用試験 
　申込受付　３月２７日（金）～４月８日（水） 
　申込方法　原則インターネット 
　申込専用アドレス 
　　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html 
詳細はお問い合わせください。 
問い合わせ先　 
○大阪国税局人事第二課（試験係）　　０６－６９４１－５３３１ 
○姫路税務署総務課　　０７９－２８２－１１３５（音声案
内に従い「２」を選んでください。） 

国税職員募集のお知らせ 

募 集 

１９ 


